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宮 崎 県
宮 崎 地 方 気 象 台

【 九州南部１か月予報 】
向こう 1 か月の気温、降水量及び日照時間の各階級の予想される確率は次の通りです。

【 確 率（％）】

要素 予報対象地域 低い 平年並 高い
（少ない） （多い）

気温 九州南部 30 50 20

降水量 九州南部 20 40 40

日照時間 九州南部 40 40 20

【 概 要 】
天気は数日の周期で変わるでしょう。平年に比べ曇りや雨の日が多い見込みです。

向こう１か月の平均気温は、平年並の確率５０％です。降水量は、平年並または多い確
率ともに４０％です。日照時間は、平年並または少ない確率ともに４０％です。
週別の気温は、１週目は、低い確率６０％です。２週目は、高い確率５０％です。

<1 週目の予報> １０月 １日（土）～ １０月 ７日（金）
天気は、数日の周期で変わり、期間の中頃に雨の降る日があるでしょう。
（詳しくは週間天気予報をご利用ください。）
気温は、低い確率６０％です。

<2 週目の予報> １０月 ８日（土）～ １０月１４日（金）
天気は、数日の周期で変わるでしょう。
気温は、高い確率５０％です。

<3 週目から 4 週目の予報> １０月１５日（土）～１０月２８日（金）
天気は、数日の周期で変わるでしょう。
<次回の発表予定等 >
１か月予報：毎週金曜日 １４時３０分 次回は１０月７日
３か月予報：１０月２５日（火曜日） １４時
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普通作物

◆普通期水稲

１ 適期収穫

収 穫 作 業が 始 ま り ま し たが 、収 穫 適期 は 全籾 数 の ８ 割程

度 が 黄 化 した と き で 、 水 田ご とに 籾 色を よ く観 察 し 収 穫し

ま し ょ う 。倒 伏 し た と こ ろで は茶 米 や穂 発 芽等 が 発 生 しま

す の で 、 刈り 分 け を 行 い 全体 の品 質 が低 下 しな い よ う 努め

ま し ょ う 。浸 冠 水 で 水 田 にゴ ミが 流 入し て いる と 、 収 穫機

械 が 故 障 する こ と も あ り ます ので あ らか じ め除 去 し ま しょ

う 。 熟 期 の遅 い 「 ま い ひ かり 」の 収 穫は 今 月下 旬 と な るの

で 、 収 穫 ５日 前 ま で は 間 断か ん 水 で 根 の 活 性を 保 ち ま す。

２ 適正な乾燥調整

出荷時の望ましい玄米水分 は１４．５～１５ ．０％です。

急 激 な 乾 燥を せ ず 、 熱 風 温度 ４０ 度 以下 の 適正 な 乾 燥 を行

いましょう。

３ 農作業安全

１ ０ 月 は農 繁 期 と な る こと から 、 例年 農 作業 事 故 が 多発

し て い ま す。 農 作 業 の 前 には 、農 道 ・農 業 機械 ・ 服 装 等の

仕 業 点 検 を実 施 し 、 ゆ と りの ある 作 業計 画 に心 が け 、 事故

防止に努めましょう。

◆大豆

１ 排水対策等

子 実 肥 大期 に あ り ま す が、 ほ場 内 に水 が 溜ま ら な い よう

排 水 溝 を 整備 し ま し ょ う 。逆 に晴 天 が続 き 干ば つ が 心 配さ

れ る 場 合 は、 子 実 が 十 分 肥大 しな い こと が あり ま す 。 畦間

に走り水を行い、品質の良い大豆を生産しましょう。

２ 病害虫防除

カ メ ム シと ハ ス モ ン ヨ トウ の発 生 が見 ら れま す 。 カ メム

シ の 加 害 が激 し い と 、 莢 の肥 大が 停 止し 、 株は 収 穫 時 期に

な っ て も 青立 ち の ま ま と なり ます 。 ほ場 を 観察 し 遅 れ ない

よう防除を行いましょう。
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◆ソバ

今 年 は 播種 直 後 の 台 風 被害 によ り 、株 数 の減 少 が み られ

ま す 。 今 後、 子 実 が 肥 大 しま すの で 、引 き 続き 排 水 対 策を

徹底しましょう。

（鎌田 博人）

果菜類

◆共通事項

急 な 冷 え込 み に 備 え 、 暖房 機の 点 検・ 整 備を 行 う と とも

に ダ ク ト の設 置 な ど 、 い つで も 稼 動 可 能 な 状態 に し ま す。

ハ ウ ス 内 の二 重 ビ ニ ル の 被覆 が終 わ って い ない ほ 場 に つい

て は 、 早 めに 作 業 を 終 え 、い つで も 保温 が でき る よ う 準備

しましょう。

暖 房 用 燃料 の 節 減 に は 、ハ ウス 内 の気 密 性を 高 め る こと

が 重 要 で す。 ハ ウ ス の 外 張ビ ニル に 破損 や 隙間 が な い か確

認 し ま し ょう 。 ま た 、 内 張ビ ニル は 谷部 や サイ ド 部 分 のつ

な ぎ 目 に 隙間 が で き や す くな りま す ので 、 丁寧 な 作 業 を心

掛けましょう。

◆きゅうり

ハ ウ ス 抑制 栽 培 は 主 枝 の収 穫期 、 側枝 の 発生 か ら 収 穫期

と な り ま す。 側 枝 の 発 生 をよ くす る ため 、 やや 多 目 の かん

水を行うとともに 主枝の摘芯が遅れないよう注意します。

追 肥 は 、生 育 が 順 調 な 時期 から 始 め、 １ 回目 は 主 枝 摘芯

の １ 週 間 前、 そ の 後 側 枝 の果 実肥 大 が始 ま る時 期 か ら 定期

的 に 施 用 しま す 。 側 枝 の 収穫 開始 以 降は 、 収穫 の 最 盛 期を

迎 え ま す ので 、 草 勢 が 低 下し ない よ う注 意 しま し ょ う 。ま

た 、 光 線 の透 過 を 良 く す るた めに 、 主枝 の 摘芯 後 、 中 段の

葉から順次摘葉を行いましょう。

促 成 栽 培は 育 苗 期 の 後 半か ら定 植 時期 と なり ま す 。 苗床

で は 、 徒 長し な い よ う 昼 間十 分日 光 に当 て 、本 葉 ２ ． ５枚

以降は昼温２５度前後、夜間は１４度を下 限に管理 します。
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◆ピーマン

促 成 ピ ーマ ン は 定 植 か ら整 枝・ 誘 引期 に なり ま す 。 この

段 階 で の 枝づ く り が 年 内 だけ でな く 、全 期 間の 収 量 を 左右

しますので、注意を要します。第２分枝を 主枝とし ますが、

第 ３ 分 枝 が強 い 場 合 に は 、ね ん枝 等 を行 い 主枝 の 伸 長 を促

し ま す 。 また 、 着 果 が 多 く、 草勢 が 弱い 場 合に は 、 １ ～２

番 果 を 摘 果し 、 草 勢 を 維 持す るな ど 初期 の 樹体 づ く り に努

め ま す 。 かん 水 は 畦 全 体 に十 分 か か る よ う に行 い ま す が、

軟弱徒長を防止するために過剰なかん水は控えます。

◆トマト

促 成 栽 培の 大 玉 ト マ ト やミ ニト マ トで は 、定 植 後 に 異常

茎 （ メ ガ ネ） の 発 生 を 抑 制す るた め 、か ん 水量 を 制 限 した

管 理 を 行 って い ま す が 、 大玉 トマ ト では 、 第１ 花 房 の 肥大

が 始 ま る 第３ 花 房 開 花 期 、ミ ニト マ トで は 、第 ５ 花 房 開花

期 を 目 安 にか ん 水 、 追 肥 を開 始し ま す。 か ん水 は 草 勢 を見

な が ら 行 いま す が 、 か ん 水開 始時 期 が遅 れ ると 肥 大 不 良や

生 理 障 害 等の 発 生 が 懸 念 され るた め タイ ミ ング を 失 し ない

よう注意してください。

（郡司 孝幸）

葉茎菜類及びいも類

◆キャベツ・レタス

キ ャ ベ ツは 、 は 種 後 １ ２０ 日か ら １５ ０ 日で 収 獲 期 を迎

えるため、結球具合をみながら随時収獲しましょう。

レ タ ス は、 １ ２ 月 出 荷 の定 植期 に あた り 、２ ～ ３ 月 出荷

の は 種 期 とな り ま す 。 生 育適 温は １ ５度 か ら２ ０ 度 で すの

で 、 本 ぽ では １ ２ 月 上 旬 には トン ネ ル被 覆 が必 要 と な りま

す。

◆たまねぎ

翌 春 ３ 月以 降 に 出 荷 す る作 型の は 種期 と なり ま す 。 播種

床には、１０㎡当たり完熟堆肥４０㌔、苦 土石灰１ ．５㌔、

低 度 化 成 ２㌔ 程 度 を 施 用 し、 遅く と も中 旬 まで に は 、 は種

してください。
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◆しょうが

降 霜 の 前に 収 穫 す る こ とが 必要 と なる た め、 霜 の 早 い地

区 で は 下 旬頃 か ら 収 穫 期 に入 りま す 。掘 り 上げ た ら 、 でき

る だ け 早 く茎 を 切 り 落 と し、 茎や シ ート で 塊茎 を 覆 っ て乾

燥を防ぎましょう。

◆食用かんしょ

５ ～ ６ 月に 植 え 付 け た もの の収 穫 期で す 。食 用 か ん しょ

は 生 育 日 数が １ ３ ０ 日 以 上に なる と 、過 肥 大と な り い もの

形 や 皮 色 が悪 く な り ま す ので 、今 月 中に は 収穫 を 終 え まし

ょう。

◆さといも

中 生 種 の収 穫 期 と な り ます 。例 年 ８月 ～ ９月 の 孫 い も肥

大 期 の 高 温乾 燥 に よ り 、 いも の芽 の 部分 が 陥没 す る 「 芽つ

ぶ れ 症 」 の発 生 が 予 想 さ れま すの で 、出 荷 時に は 注 意 が必

要 と な り ます 。 ま た 、 「 枯れ 上が り 症状 」 の見 ら れ た ほ場

や 、 「 芽 つぶ れ 症 」 、 「 乾腐 病」 の 疑い が ある も の に つい

ては翌年の種芋としては使用を避けてください。

（河野 健次郎）

果樹

１ 常緑果樹

◆極早生温州みかん

収 穫 が 終了 し た 園 地 で は、 樹勢 回 復の た め、 施 肥 、 かん

水 を 行 い まし ょ う 。 最 近 では 、収 穫 後の 秋 枝の 発 生 に よっ

て 、 翌 年 の花 の 減 少 が み られ ます の で、 発 芽が 見 ら れ なく

な る １ ０ 月中 旬 以 降 に 実 施し まし ょ う。 ま た、 窒 素 成 分の

葉 面 散 布 は樹 勢 回 復 に 効 果が 高い の で、 ５ ～７ 日 間 隔 で３

回以上行いましょう。

今 年 は 園地 や 樹 に よ っ て結 果 量 に ば ら つ きが あ り ま す。

結 果 量 が 少な か っ た 樹 で は、 翌春 の 着花 量 が多 く な り 、隔

年 結 果 が 激し く な り ま す 。１ ０月 中 旬頃 か ら夏 秋 梢 の 整理

を行い、翌年の着花数を調整しましょう。
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◆完熟きんかん

今 年 は ７月 上 旬 の 花 が 結果 し た 園 が 多 く 見ら れ ま す が、

７ 月 下 旬 以降 の 花 が 結 果 し、 肥大 の 遅れ て いる 園 で は 、秋

季 の 加 温 が肥 大 促 進 に 効 果的 です 。 台風 の 接近 に 注 意 しな

が ら 早 め に被 覆 を 行 い 、 夜温 ２０ 度 を目 標 に１ １ 月 中 旬ま

で 加 温 し 、昼 間 の 温 度 は ２８ 度 を 目 標 に 管 理し ま し ょ う。

◆マンゴー

花 芽 分 化の た め に は 、 枝の 充実 が 非常 に 重要 な ポ イ ント

と な り ま す。 今 年 は 昨 年 より も第 ２ 新梢 の 緑化 が 遅 れ てい

ま す 。 緑 化遅 れ の 見 ら れ る園 地で は 、十 分 にか ん 水 を 行い

な が ら 昼 間の 日 照 を 確 保 し、 夜間 は ２０ 度 で加 温 す る こと

で 、 緑 化 を促 し ま し ょ う 。第 ２新 梢 がす で に充 実 し た 園地

で は 、 日 照を 十 分 に 確 保 しな がら 、 施設 を 開放 し 、 で きる

だ け 外 気 温に 近 づ け る よ うに 管理 し 、か ん 水は 少 な め にし

ましょう。第３新梢が発生した園地では、 緑化不足 により、

花 芽 の 着 生が 悪 く な り ま すの で、 上 、中 旬 に新 葉 や 新 梢の

除去を行いましょう。

樹 冠 内 に 残る 枯 れ 枝 を 取 り除 くこ と で、 軸 腐れ 病 の 胞 子を

減 少 さ せ 、発 病 を 減 ら す こと がで き ます 。 加温 が 始 ま るま

でに全て取り除き、ハウスの外に持ち出しましょう。

２ 落葉果樹

◆礼肥施用

収 穫 後 の樹 勢 回 復 が 不 十分 だと 翌 年の 新 梢発 生 や 開 花結

実 が 悪 く なり ま す の で 、 根が 活発 に 活動 し てい る １ ０ 月に

施肥を行いましょう。

◆くり

収 穫 後 のイ ガ は 、 実 腐 病、 モモ ノ ゴマ ダ ラノ メ イ ガ 等の

越 冬 場 所 とな り 翌 年 の 発 生源 とな る ので 、 土中 に 埋 め るな

ど処分しましょう。

（山口和典）
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花き

◆花き全般

１ ０ 月 に入 る と 夜 温 が 低下 して き ます 。 特に 中 山 間 地域

で は 急 激 に低 下 し 、 降 霜 の恐 れも あ りま す 。病 害 防 除 の観

点 か ら も 微生 物 農 薬 の ダ クト 散布 が 実施 で きる よ う に 保温

・加温の準備を早めに実施してください。

◆キク

秋ギ ク の主 力品 種 であ る ｢神 馬 ｣は 、 １ ０ 度 以 下 の 低 温 に

遭 遇 す る と 開 花 遅 延 を お こす 危険 性 があ り ます 。 特 に １０

月 以 降 に 定植 す る 作 型 に つい ては 、 定植 直 後か ら 低 温 に遭

遇 す る 恐 れが あ り ま す の で、 早め に 加温 準 備を 行 い 、 適正

な温度管理に努めましょう。

「 神 馬 」 は系 統 に よ っ て 生育 ステ ー ジご と の適 正 な 管 理温

度 が 異 な りま す の で 、 栽 培す る系 統 に適 し た温 度 管 理 を確

認しましょう。

◆スイートピー

今 月 中 ～下 旬 に 発 蕾 ・ 開花 が始 ま りま す 。草 勢 が 弱 い状

態 で 開 花 ・収 穫 を 行 う と 、草 勢が 著 しく 低 下し 、 減 収 の原

因 に な り ます 。 中 旬 ま で に、 収穫 に 耐え ら れる 株 づ く りを

行 い 、 収 穫開 始 は 葉 の 大 きさ など か ら判 断 を行 っ て く ださ

い。

曇 天 後 の 強日 射 や 高 温 に よる 生長 点 の焼 け 等、 気 象 の 大幅

な 変 動 に よる 障 害 が 発 生 しや すい 時 期に な りま す の で 、根

域 を 十 分 に確 保 す る と と もに 光線 管 理等 に 気を 配 り ま しょ

う。

◆デルフィニウム

中 山 間 地で は ８ 月 定 植 分の 収 穫 が 上 旬 か ら始 ま り ま す。

極 端 に か ん水 を 控 え る と 花の ボリ ュ ーム が 低下 し 、 ２ 番花

の 萌 芽 に 影響 し ま す の で 、適 宜か ん 水や 液 肥の 施 用 を 行い

ま し ょ う 。適 期 の 切 り 前 で収 穫し 、 収穫 後 の前 処 理 は 品質

保 持 剤 の 濃度 、 処 理 時 間 を厳 守し 花 落ち の ない 切 り 花 を出

荷しましょう。

平 坦 地 の９ 月 定 植 分 に つい ては 中 旬頃 に 発蕾 が 始 ま りま
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す 。 ボ リ ュー ム を 確 保 す るた めに か ん水 ・ 追肥 等 適 切 な肥

培管理を行ってください。

◆トルコギキョウ

生 育 初 期に 乾 燥 状 態 に なる と活 着 ・発 根 が悪 く な り 切り

花のボリュームが低下するので、十分にか ん水しま しょう。

心 つ ぶ れ や葉 先 枯 れ の 発 生し やす い 品種 に つい て は 根 系の

発 達 を 促 すた め 、 草 丈 が １０ ㌢ 前 後 の 頃 に かん 水 を 控 え、

根系の発達を促します。

ま た 、 今月 に 定 植 す る 作型 では 、 定植 後 に活 着 を 確 認し

た ら 、 光 線不 足 に よ り 生 育が 遅れ な いよ う すみ や か に 遮光

ネットを除去してください。

（中村 広）

畜産・飼料作物

残 暑 も 終わ り 、 家 畜 に とっ て、 過 ごし や すい 季 節 に なり

ま し た 。 朝夕 の 寒 暖 差 が 大き いの で 、子 牛 、子 豚 、 幼 雛は

換 気 と 保 温に 注 意 し ま す 。敷 料が 濡 れた ま まだ と 、 畜 体の

腹 部 が 冷 え下 痢 を 発 症 し ます ので 、 敷料 を こま め に 取 り替

えましょう。

乳 牛 は 、１ ０ 月 に 入 っ ても 暑 熱 の ス ト レ スを 受 け ま す。

酪 農 家 に 配布 し ま し た ヒ ート ス ト レ ス メ ー ター を 活 用 し、

牛 舎 内 の 温湿 度 指 数 が ６ ７（ ヒー ト スト レ スメ ー タ ー の黄

色 い 部 分 ）を 下 回 る ま で 、牛 舎フ ァ ンを 回 すな ど の 暑 熱対

策をしっかり行いましょう。

養 豚 の 活性 汚 泥 処 理 施 設は 気温 の 低下 と とも に 活 性 が悪

く な り ま すの で 、 余 剰 汚 泥の 処理 を 実施 し 、希 釈 水 量 、曝

気量、曝気時間など調整するようにしてください。

乾 燥 し 気温 が 下 が る と 、イ ンフ ル エン ザ など の ウ イ ルス

も 活 発 化 しま す 。 鶏 舎 で は防 鳥ネ ッ トの 破 れや 隙 間 が ない

よ う 点 検 を徹 底 し ま し ょ う。 鶏 舎 周 辺 の 石 灰消 毒 に 加 え、

農 場 に 入 る人 、 物 資 、 車 両の 消毒 を 行い 、 また 農 場 に 入る

際 は 衣 類 、長 靴 を 交 換 す るな ど、 農 場へ ウ イル ス が 入 らな

いよう防疫を徹底してください。

配 合 飼 料価 格 は 高 止 ま りし てい ま す。 低 コス ト 生 産 につ

な が る 良 質な 自 給 飼 料 の 確保 に努 め まし ょ う。 近 隣 の 稲ワ
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ラ の 確 保 や水 田 裏 作 で の イタ リア ン ライ グ ラス 、 エ ン 麦の

作 付 け 拡 大を 行 い ま す 。 ほ場 の土 壌 分析 を 行い 適 正 な 施肥

に 努 め て くだ さ い 。 そ の 際、 堆肥 を 有効 に 活用 し 化 成 肥料

の使用を抑え、低コスト栽培に努めましょう。

飼 料 イ ネの 普 通 期 栽 培 につ いて は 、ホ ー ルク ロ ッ プ サイ

レ ー ジ の 収穫 時 期 を 迎 え ます 。脱 粒 に注 意 し、 適 正 水 分６

０ ～ ６ ５ ％に 予 乾 さ せ 、 すみ やか に ロー ル ・ラ ッ ピ ン グし

ま す 。 降 雨直 後 は 、 水 滴 や土 壌が 茎 葉に 付 着し ま す 。 水分

の 上 昇 や 土壌 の 混 入 は 、 品質 の 低 下 を 招 く ばか り で な く、

カ ビ の 発 生に も つ な が り ます 。し ば らく 晴 天が 続 い て から

収穫するようにしてください。

（須﨑 哲也）

特用作物

◆茶

１ 秋整枝について

秋 整 枝 は春 整 枝 に 比 べ ３日 程度 摘 採が 早 く、 芽 数 が 多く

芽 揃 い が 良い 反 面 、 冬 期 の凍 寒害 や 晩霜 害 の被 害 を 受 けや

す い た め 、立 地 条 件 と 品 種や 中切 等 の栽 培 条件 を 考 慮 し実

施 し ま す 。特 に 、 適 期 摘 採の ため 、 摘採 幅 の確 保 を 考 慮し

た整枝時期、方法を検討しましょう。

２ 整枝の時期

秋 芽 が 充実 し 、 再 萠 芽 しな くな る 、平 均 気温 １ ８ ～ １９

度以下になる頃を目安に行います。

適 期 は 、山 間 地 域 は ９ 月下 旬～ １ ０月 上 旬、 広 域 霧 島地

域は１０月中旬、沿海地域は１０月下旬頃です。

再 萌 芽 は ３０ ㌢ 四 方 内 に ２０ 芽以 下 であ れ ば、 収 量 ・ 品質

へ の 影 響 はな い と さ れ ま すの で、 越 冬芽 の 充実 不 足 に なら

ないよう適期に実施します。

ま た 、 整枝 直 後 の 低 温 被害 回避 の ため 、 気温 予 報 に 注意

し実施します。

特 に 、 寒害 を 受 け 易 い 茶園 では 、 ２回 に 分け て 整 枝 する

か 、 春 整 枝に 主 体 を お き 、秋 は徒 長 枝を 落 とす 程 度 と しま

す。

３ 整枝の深さ

整 枝 の 程度 は 最 終 摘 採 ・整 枝面 か ら３ ～ ５㌢ 上 が 標 準で
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す が 、 葉 層を ８ ㌢ 以 上 は 確保 しま す 。ま た 、秋 ・ 春 の ２回

に 分 け て 整枝 す る 場 合 は 、秋 は春 整 枝よ り １、 ２ 節 高 い位

置で整枝します。

４ 越冬ダニ・クワシロカイガラムシの防除

近 年 、 暖冬 や 少 雨 に 伴 い、 クワ シ ロカ イ ガラ ム シ の 第４

世 代 の 発 生が 見 ら れ 、 ま た、 カン ザ ワハ ダ ニも 春 先 の １回

の防除では抑えきれない茶園が見られます。

カ イ ガ ラム シ は ふ 化 状 況を 確認 し た上 、 多い 場 合 は 防除

を 実 施 し ます 。 ハ ダ ニ は 散布 量と 葉 裏へ の 散布 状 況 を 確認

しながら密度低下を図ります。

（岩切健二）

◆しいたけ

１ ほだ木の水分管理

９ ～ １ ０月 は 、 原 基 の 形成 が盛 ん にな る 時期 で す 。 この

頃の原基づくりが、春子の発生量に大きく 影響しま すので、

ほだ木の水分補給に努めましょう。

２ ほだ場の環境整備

し い た け発 生 量 の 増 大 や品 質向 上 のた め 、ほ だ 場 の 環境

整備を行います。暗くなったほだ場は間伐 や枝打ち を行い、

光 や 降 雨 の入 り や す い 明 るい 環境 に しま し ょう 。 ま た 、風

の 強 い ほ だ場 や 乾 燥 し や すい ほだ 場 は、 き のこ の 変 形 や発

生不良を起こすので、防風ネットの設置等 環境改善 を行い、

ほだ起こしや秋子の発生に備えましょう。

３ 原木の伐採

クヌギやコナラは、通常１ ０月下旬～１１月 下旬の間で、

葉 が ３ ～ ７割 程 度 黄 葉 す る時 期に 伐 採す る のが 適 期 と され

て い ま す が、 同 じ 地 域 で あっ ても 、 その 年 の気 象 条 件 や立

地条件（日照、標高等）によって伐採の適 期が変わ ります。

気 象 や 原 木の 状 況 等 に 注 意し なが ら 、伐 採 に向 け た 準 備を

始めましょう。

（田中 貴司）

◆葉たばこ

本 年 の 南九 州 リ ー フ セ ンタ ーで の 葉た ば この 買 入 れ が今

月 で 終 了 とな り ま す 。 出 荷ま で適 切 な貯 蔵 管理 を 行 う よう
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お願いします。

今月は来年作に向けての準備が主な作業となります。

１

来 年 作 の準 備 と し て 、 日当 り・ 風 通し ・ 排水 の 良 い ほ地

を 早 期 に 選定 し ま し ょ う 。新 作地 、 借地 に つい て は 、 事前

に 前 作 物 の情 報 収 集 と 土 壌検 定を 実 施し 、 来年 作 の 施 肥農

薬使用の参考にしましょう。

２

土 壌 病 害対 策 の た め 、 深耕 、耕 運 を繰 り 返し 行 い 、 菌密

度の低下を図るため耕種的防除に努めましょう。

３

堆 肥 材 料を 十 分 に 確 保 し、 未熟 堆 肥投 入 を防 ぐ た め 、定

期的に切り返しを行い腐熟促進に努めましょう。

４

来 年 の 出荷 規 格 遵 守 に 向け て貯 蔵 庫、 作 業場 の 整 理 整頓

・掃除機による清掃を行いましょう。

(中矢恭輔 )

内容の詳細について

１０月の天候と農作業の詳細内容について。執筆は県営農支援課及び環境

森林課、日本たばこ産業南九州原料本部が担当しています。各作物の病害

虫の防除対策、気象災害の事前事後対策等の詳細は最寄りの支庁・農林振

興局（農業改良普及センター）へ

「今月の天候と農作業」はホームページにも掲載しています。

（http://mawi.sakura.ne.jp/）
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なになに農業アラカルト

加工用ほうれんそうの栽培について

１ はじめに

宮 崎 県 は 加工 ほ う れ ん そ うの 生産 が 盛ん で 全国 シ ェ ア （Ｈ

２ １ 産 ） １位 と な っ て い ます 。県 内 の９ 社 の食 品 企 業 で冷

凍 加 工 し て全 国 に 出 荷 し てお り、 最 近で は 平成 ２ ２ 年 に都

城 く み あ い食 品 、 今 年 ８ 月に （株 ） ジェ イ エイ フ ー ズ みや

ざ き が 新 たに 稼 働 し 、 今 後ま すま す 加工 用 ほう れ ん そ うの

栽培は盛んになると思われます。

２ ほうれんそう栽培時の注意点

ほ う れ ん そう は ア カ ザ 科 の植 物で 、 冷涼 な 気候 （ 生 育 適温

１ ５ ～ ２ ０度 ） を 好 み ま す。 県内 で の栽 培 期間 は 高 冷 地を

除 け ば 、 ９月 ～ ６ 月 で 播 種時 期に よ って 複 数の 品 種 が 栽培

さ れ て い ます 。 直 根 性 で 発芽 後は 湿 害に よ る立 ち 枯 れ が出

やすいため、排水の良いほ場の選定が必要 です。そ のため、

深 層 に 耕 盤が 形 成 さ れ て いる 場合 は 反転 プ ラウ な ど 深 土破

砕 を 行 い ます 。 ま た 、 好 適土 壌ｐ Ｈ 値は ６ ．３ ～ ７ ． ０と

高 い た め 、土 壌 分 析 と 石 灰資 材に よ る土 壌 ｐＨ の 調 整 が必

要 で す 。 加工 用 で は 青 果 用の 倍程 度 の大 き さ（ 草 丈 ４ ０～

５ ０ ㌢ ） に生 育 さ せ る た め、 堆肥 施 用や 深 耕、 ｐ Ｈ の 調整

等、土づくりがかかせません。

生 育 管 理 では 除 草 対 策 が 重要 にな り 、除 草 剤（ 播 種 直 後処

理 ） と 中 耕機 械 等 を 利 用 しま す。 播 種時 に ほ場 が 乾 燥 しす

ぎ て い る 場合 は 発 芽 率 の 低下 や 除 草 剤 の 効 果が 劣 る た め、

畑 地 か ん がい 用 水 の 整 備 され てい る 地域 で はか ん 水 後 に播

種 す る と 発芽 率 が 向 上 し 、除 草剤 の 効果 も 高ま る の で 積極

的に水を活用します。

収 穫 時 に は異 物 （ 草 、 虫 、枯 れ葉 、 枝、 ゴ ミ） 混 入 が ない

ように注意します。

３ 輪作の必要性

土 地 利 用 型の 作 物 な の で 輪作 が基 本 です が 、ほ う れ ん そう

後 作 は 土 壌ｐ Ｈ が 高 い の で、 バレ イ ショ で はそ う か 病 、か

ん し ょ で は立 ち 枯 れ 病 が 多く 発生 し やす く なり ま す 。 さと

い も や ご ぼう は 輪 作 に 取 り入 れた い 品目 で すが 、 ほ う れん
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そ う と さ とい も で 何 年 か 連作 する う ちに 、 さと い も で 連作

障 害 （ 病 害虫 ） が 出 や す くな りま す ので 、 複数 の 品 目 やセ

ン チ ュ ウ 用の 対 抗 植 物 等 も取 り入 れ たほ 場 管理 が 必 要 とな

ります。

（河野 健次郎）
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向こう１か月間における農作物の主な病害虫の発生量と防除対策

農作物名 病害虫名 発生量 発 生 状 況 と 防 除 対 策

野菜・花き ハスモンヨトウ等 やや多 県内4地点に設置したフェロモントラップによる誘殺数は、いずれも

類 のチョウ目害虫 多い状況で推移しています。幼虫が大きくなると薬剤が効きにくくな

りますので、早期発見に努め若齢幼虫期に防除します。

施設野菜全 土壌病害虫 ― 台風等による大雨でほ場が冠水した場合は、土壌消毒の効果がなく

般 なり、疫病や青枯病、線虫等の被害が発生する恐れがあるので、排水

対策を十分行うとともに、必要に応じて再度土壌消毒を行います。

トマト トマト黄化葉巻病 ― いずれのウイルスも、微小昆虫（タバココナジラミ、ミナミキイロ

(TYLCV) アザミウマ）によって媒介されるので、施設開口部には必ず防虫ネッ

ト(目合い0.4mm以下)を設置し、侵入を防止します。これらの微小昆虫

は、一旦増加すると防除が難しいので、発生初期の防除が重要です。

ウリ類 黄化えそ病(MYSV) ― 黄化えそ病(MYSV)が、一部地域のきゅうりで確認され、徐々に拡大

傾向にあることから注意が必要です。本病と疑われる症状が発生した

キュウリ・メロン ― 場合は、西臼杵支庁・農林振興局（農業改良普及センター）または病

退緑黄化病(CCYV) 害虫防除・肥料検査センターまで連絡ください。

果樹全般 果樹カメムシ類 ― 地域や時期によって発生量が大きく変動するので、園内外を見回

り、早期発見・早期防除に努めます。

カンキツ類 ミカンハダニ やや多 生息密度が高くなってからでは防除効果が期待できないので、発生

(露地栽培) 初期（寄生葉率30％、または１葉当り虫数0.5～1頭）に防除します。

収穫前の早生みかん等では収穫前使用日数等に注意します。

チャ 炭疽病 多 秋芽の生育期に降雨が続く場合には、秋芽生育初期から１週間間隔

で2～3回防除します。同一系統薬剤の連用は避けます。

チャノコカクモンハマキ やや多 ハマキ類は、巻葉してからでは防除効果が低下しますので、ほ場の

チャハマキ 多 発生状況に注意し、発蛾最盛期の7～10日後に防除します。

チャノホソガ 多 チャハマキ、チャノホソガのフェロモントラップによる誘殺数は､平

年より多く推移しているため、特に幼木園では注意が必要です。

カンザワハダニ やや多 防除適期は越冬前の10月中下旬ですが、気象要因による変化が大き

いため、茶園を観察して防除の必要性および時期を判断します。

同一系統薬剤の連用を避け、抵抗性の発現防止に留意します。

チャノミドリヒメヨコバイ やや多 秋整枝を行う園では特に防除の必要はありませんが、更新園や幼木

ﾁｬﾉｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ やや多 園では新芽の生育期間が長く被害を受けやすいので、芽の状況に合わ

せて防除を行います。

クワシロカイガラムシ 並 平年並の発生状況ですが、発生の多いほ場が一部で見られます。

薬剤散布は、噴口を茶株の中に差し込むなどして枝幹に十分かかる

ようにていねいに散布します。

１）「発生量」は、過去１０年間の発生量と比較して、今後の発生量がどの程度になるか予測したものです。

２）病害虫防除・肥料検査センターのホームページアドレスは、http://www.jppn.ne.jp/miyazaki です。
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